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   議事日程第５号        第３回定例会 

   平成３０年９月１９日（水）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

  （決算特別委員会付託関係） 

日程第 １ 認第 １号 平成２９年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ２ 認第 ２号 平成２９年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ３号 平成２９年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ４号 平成２９年度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ５号 平成２９年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ６ 認第 ６号 平成２９年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ７ 認第 ７号 平成２９年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ８ 認第 ８号 平成２９年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

 〃  ９ 認第 ９号 平成２９年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の 

            認定について 

 〃 １０ 認第１０号 平成２９年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃 １１ 議第４５号 平成２９年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １２ 決算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １３ 質疑・討論・採決 

 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第１４ 議第４６号 平成３０年度寒河江市一般会計補正予算（第３号） 

 〃 １５ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １６ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第１７ 議第５０号 寒河江市議会議員及び寒河江市長の選挙における選挙運動の公費負担に関す 

            る条例の一部改正について 

 〃 １８ 議第５１号 寒河江市長等及び一般職の職員の給与の特例に関する条例の一部改正につい 

            て 

 〃 １９ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２０ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第２１ 議第４７号 平成３０年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 ２２ 議第４８号 平成３０年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 ２３ 議第４９号 平成３０年度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１号） 
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日程第２４ 議第５２号 寒河江市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を 

            定める条例の一部改正について 

 〃 ２５ 議第５３号 寒河江市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 

            の一部改正について 

 〃 ２６ 請願第４号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための２０ 

            １９年度政府予算に関する請願 

 〃 ２７ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２８ 質疑・討論・採決 

 

日程第２９ 議会案第６号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書の提 

             出について 

 〃 ３０ 議案説明 

 〃 ３１ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第５号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前１０時５０分 

 

○内藤 明議長 ただいまから本会議を再開いた

します。 

  ただいまの出席議員は15名であります。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長報告を求めます。佐藤議会運営副委員長。 

   〔佐藤耕治議会運営副委員長 登壇〕 

○佐藤耕治議会運営副委員長 本日の会議運営に

つきましては、９月18日、委員６名全員出席並

びに関係者出席のもと議会運営委員会を開催し、

協議いたしましたので、その結果について御報

告申しあげます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

あげます。 

  追加案件は、議会案第６号教職員定数改善と

義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意 

見書の提出についての１案件であります。 

  このことにより議事日程の一部変更が必要と

なり、変更内容は日程第29から日程第31までを

追加するものです。 

  追加議案の取り扱いについては、日程第29で

議会案第６号を議題とし、日程第30で議案説明、

日程第31で質疑・討論・採決と進めることとい

たしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うにお願い申しあげ、御報告といたします。 

○内藤 明議長 お諮りいたします。本日の会議

運営は、ただいまの議会運営委員長報告のとお

り決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は議会運営委員長報

告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第５号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 日程第１、認第１号平成29年度

寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について

から日程第11、議第45号平成29年度寒河江市水

道事業会計利益の処分及び決算の認定について

までの11案件を一括議題といたします。 

 

決算特別委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○内藤 明議長 日程第12、決算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  決算特別委員長報告を求めます。遠藤決算特

別委員長。 

   〔遠藤智与子決算特別委員長 登壇〕 

○遠藤智与子決算特別委員長 決算特別委員会に

おける審査の経過と結果について御報告申しあ

げます。 

  本委員会に付託になりました案件は、認第１

号平成29年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の

認定について、認第２号平成29年度寒河江市公

共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、認第３号平成29年度寒河江市浄化槽整備

事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第４号平成29年度寒河江市簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、認第５号平成

29年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について、認第６号平成29年度寒河

江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について、認第７号平成29年度寒河江市介護

保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第８号平成29年度寒河江市介護認定審査会共同

設置特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第９号平成29年度寒河江市財産区特別会計（高

松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定について、

認第10号平成29年度寒河江市立病院事業会計決

算の認定について、議第45号平成29年度寒河江

市水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ

いてであります。 

  ９月６日、委員14名出席、当局からは市長初

め関係課長等出席のもと委員会を開会し、11案

件を一括議題とし、議案説明を受け質疑に入り、

質疑の後、各分科会に分担付託し審査すること

にいたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案のとおり認定及び可決すべきものと決

した旨の報告がありました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し採決に入りました。 

  最初に、認第１号から認第10号までの10案件

を一括して採決した結果、賛成多数をもって原

案のとおり認定すべきものと決しました。 

  次に、議第45号について採決した結果、賛成

多数をもって原案のとおり可決及び認定すべき

ものと決しました。 

  以上で、決算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第13、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに認第７号を除く、認第１号平成29年度

寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について、

認第２号平成29年度寒河江市公共下水道事業特

別会計歳入歳出決算の認定について、認第３号

平成29年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、認第４号平成29年

度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、認第５号平成29年度寒河江市

国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、認第６号平成29年度寒河江市後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第８号平成29年度寒河江市介護認定審査会共同

設置特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第９号平成29年度寒河江市財産区特別会計（高

松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定について

及び認第10号平成29年度寒河江市立病院事業会

計決算の認定についての９案件を一括して採決

いたします。 

  ただいまの９案件に対する委員長報告はいず

れも認定であります。 

  ９案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、認第１号、認第２号、認第３号、認

第４号、認第５号、認第６号、認第８号、認第

９号及び認第10号については原案のとおり認定

されました。 

  次に、議第45号平成29年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてを採決

いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決及び認定であ

ります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第45号は原案のとおり可決及び認

定されました。 

  次に、認第７号平成29年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてを起立に

より採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は認定であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、認第７号は原案のとおり認定されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第14、議第46号平成

30年度寒河江市一般会計補正予算（第３号）を

議題といたします。 

 

予算特別委員会の審査の

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○内藤 明議長 日程第15、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。阿部予算特

別委員長。 

   〔阿部 清予算特別委員長 登壇〕 

○阿部 清予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第46

号平成30年度寒河江市一般会計補正予算（第３

号）であります。 

  ９月６日、委員15名全員出席のもと委員会を

開会し、議第46号を議題とし、質疑の後、各分

科会に分担付託し審査することにいたしました。 
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  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案を了とすべきものと決した旨の報告が

ありました。 

  各分科会委員長の報告の後、委員長報告に対

する質疑を行い、討論を終結し、採決に入りま

した。議第46号の採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第16、これより、質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第46号平成30年度寒河江市一般会計補正予

算（第３号）に対する委員長報告は可決であり

ます。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第46号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第17、議第50号寒河

江市議会議員及び寒河江市長の選挙における選

挙運動の公費負担に関する条例の一部改正につ

いて及び日程第18、議第51号寒河江市長等及び

一般職の職員の給与の特例に関する条例の一部

改正についての２案件を一括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会 の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○内藤 明議長 日程第19、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。伊藤総

務産業常任委員長。 

   〔伊藤正彦総務産業常任委員長 登壇〕 

○伊藤正彦総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、９月７日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第50号及び議第51

号の２案件であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第50号寒河江市議会議員及び寒河

江市長の選挙における選挙運動の公費負担に関

する条例の一部改正についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りました。 

  質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「選挙運動用ビラを4,000枚まで頒

布できるということだが、１枚当たり幾らまで

公費負担になるのか」との問いがあり、当局よ

り「上限が１枚当たり７円51銭となっておりま

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第51号寒河江市長等及び一般職の職

員の給与の特例に関する条例の一部改正につい

てを議題とし、当局の説明を求め、質疑に入り

ました。 

  質疑の内容を申しあげます。 
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  委員より「これは市の財政に影響を与えたこ

とに対して管理監督責任者としてのみずからの

減給処分だが、関係職員の処分根拠は何か」と

の問いがあり、当局より「職員の処分について

は、寒河江市職員審査委員会において処分基準

を定めています。その中の公金財産等関係にお

いて、職務怠慢により損害を与えた場合は停職、

減給、戒告の懲戒処分をするという基準があり

ます。この基準に基づき寒河江市職員審査委員

会で審査し、具体的な処分内容を決定したもの

です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第20、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第50号寒河江市議会議員及び寒河江市長の

選挙における選挙運動の公費負担に関する条例

の一部改正について及び議第51号寒河江市長等

及び一般職の職員の給与の特例に関する条例の

一部改正についての２案件を一括して採決いた

します。 

  ただいまの２案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ２案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第50号及び議第51号は原案のとお

り可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第21、議第47号平成

30年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）から日程第26、請願第４号教職員定

数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元

をはかるための2019年度政府予算に関する請願

までの６案件を一括議題といたします。 

 

厚生文教常任委員会 の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○内藤 明議長 日程第27、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。佐藤厚

生文教常任委員長。 

   〔佐藤耕治厚生文教常任委員長 登壇〕 

○佐藤耕治厚生文教常任委員長 厚生文教常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、９月10日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第47号から議第49

号まで、議第52号、議第53号及び請願第４号の

６案件であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第47号平成30年度寒河江市国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）を議題とし、

当局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑

もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数

をもって原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第48号平成30年度寒河江市介護保険
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特別会計補正予算（第１号）を議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第49号平成30年度寒河江市立病院事

業会計補正予算（第１号）を議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「新型インフルエンザに対応する防

護服を100セット用意するとのことだが、新型

インフルエンザが発生した場合、その数量で足

りるのか」との問いがあり、当局より「まずは

初動のための装備ということであります。長期

化した場合は、国、県の対応と合わせながら、

追加購入するなどの対応が考えられます」との

答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第52号寒河江市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部改正についてを議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

  次に、議第53号寒河江市放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正についてを議題とし、当局の説明を

求め、質疑に入りましたが、質疑もなく、討論

を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、請願第４号教職員定数改善と義務教育

費国庫負担制度２分の１復元をはかるための

2019年度政府予算に関する請願を議題とし、担

当書記により請願文書朗読の後、審査に入りま

したが、質疑、意見等もなく、自由討議に入り

ました。 

  主な内容を申しあげます。 

  委員より「学校現場においては、学力向上に

対するウエートの高まりや外国語教育の実施な

どが加わり、多忙化に拍車がかかっている。１

人の教員が担当するものが多岐にわたり、いじ

め問題や不登校対応が複雑化、困難化するほど

苦しい状態に陥ってしまうと聞いている。高度

プロフェッショナル制度の先駆けのような形で

長時間労働を強いられていることにより、教員

のなり手も減ってきているようだ。子供に健全

な教育を受けさせる義務は憲法上保障されてい

ることであり、その義務を果たすために、定数

や義務教育費の改善は当然政府がやらなければ

ならないことであり、この請願については引き

続き採択し、関係機関にしっかりと上げていく

ことが必要である」との意見がありました。 

  自由討議を終結し、討論に入りました。 

  主な討論の内容を申しあげます。 

  委員より「政府統計によると、公立小中学校

の６割近い教員が過労死ラインの時間を超えて

働いており、教員の働き方はほかの業種に比べ

て深刻である。それだけ働いても肝心の授業準

備や子供と接する時間がとれず、教員は悩んで

いる。定員をふやし、１人の教員が受け持つ授

業時間を削減することなしに根本的解決は不可

能であると思うことから、教職員定数改善に賛

成する。また、財政力による教育水準に格差が

生じてはならないというのが義務教育費国庫負

担制度の精神である。交付税そのものが大幅に

減額されている今、地方は大変な困難にさらさ

れており、義務教育費国庫負担制度２分の１復

元をぜひとも行わなければ大変な事態になって

しまうことからも、まさに願意妥当である」と

いう旨の賛成討論がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て採択すべきものと決しました。 

  次に、請願第４号が採択すべきものと決しま

したので、担当書記による意見書案の朗読の後、

審査に入りましたが、御報告する質疑、意見等
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もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数

をもって、意見書案のとおり議会案を提出する

ことに決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第28、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。遠藤

議員に申しあげます。何号議案に対する討論で

すか。（「請願第４号です」の声あり）４号。

（「賛成討論であります」の声あり）はい。ほ

かに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  それでは、請願第４号、賛成討論について、

遠藤議員の発言を許します。遠藤議員。 

   〔遠藤智与子議員 登壇〕 

○遠藤智与子議員 私は、請願第４号教職員定数

改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を

はかるための2019年度政府予算に関する請願に

ついて、賛成討論をいたします。 

  現在、全国の教員は多忙をきわめています。

政府統計によると、持ち帰り残業を含めると、

公立小学校で６割、中学校でも６割近い教員が

過労死ラインの時間を超えて働いているという

ことです。 

  教員の働き方は、他業種に比べて深刻です。

しかも、それだけ働いても肝心の授業準備や子

供と接する時間がとれずに、教員は悩んでいま

す。 

  この問題は、教員の命と健康を守るとともに、

教員の質を左右する国民的な課題であります。 

  文部科学省の諮問機関、中央教育審議会、中

教審が学校における働き方改革についての審議

の中間まとめを決めました。教員の業務の整理、

削減にテーマが絞られていますが、その中で標

準を大きく超えた授業時数は教師の負担増加に

直結するとし、勤務時間の上限の目安を検討す

る必要があると述べています。負担の重過ぎる

行政主導の研究授業、各学校でつくられる詳細

過ぎる年間指導計画の見直しなども盛り込まれ

ました。これからの議論の足がかりになるもの

であります。 

  同時に中間まとめは、教員が担ってきた14の

業務についての考え方も示しました。例えば、

登下校に関する対応、児童生徒が補導されたと

きの対応などは、他の公的機関や保護者、地域

住民などが担うとしています。部活動について

は、非常勤の部活動指導員が大会の引率を行え

るようにするなどの方向を打ち出しました。 

  しかし、業務見直しの中には、子供との関係

で、本当にそれでいいのか慎重な判断が必要な

ものや、教育活動の画一化につながりかねない

ものも含まれております。それだけに、業務削

減は各学校現場で教職員が子供や保護者の意見

を聞いて、真剣に議論して進めるべきです。押

しつけではなく、具体的には各学校の主体性を

大事にしながら行うべきと考えます。 

  はっきり言えることは、業務削減だけでは解

決しないということです。不要不急の業務を削

っても、今の教職員数では教員が本来の仕事を

するのに足りません。小学校教員は、１日平均

４時間25分の授業をしています。文科省の言う

とおり、１時間の授業には１時間の準備等が必

要とすれば、それだけで１日９時間近い労働で

す。定員をふやし、１人の教員が受け持つ授業

時間を削減することなしに、根本的解決は不可

能であります。 

  また、国庫負担制度は憲法と教育基本法に定

められた教育の機会均等、水準維持、無償性の
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確保という義務教育の根幹を保障するものであ

ります。 

  2006年、それまで２分の１だった義務教育費

国庫負担制度が３分の１に引き下げられました。

財政力で教育水準に格差が生じてはならないと

いうのが義務教育費国庫負担制度の精神です。

交付税そのものが大幅に減額されている今、地

方は大変な困難にさらされています。これまで

かち取ってきた少人数学級も揺らぎかねません。 

  教員の命と健康を守り、誇りを取り戻すため

に、義務教育費国庫負担制度の２分の１復元を

切に願うものであります。 

  このことを申しあげ、請願第４号に対する私

の賛成討論といたします。ありがとうございま

した。 

○内藤 明議長 ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第47号平成30年度寒河江市国民健康保険特

別会計補正予算（第１号）、議第48号平成30年

度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１

号）、議第49号平成30年度寒河江市立病院事業

会計補正予算（第１号）、議第52号寒河江市特

定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部改正につい

て、議第53号寒河江市放課後児童健全育成事業

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部改正について、請願第４号教職員定数改善と

義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかる

ための2019年度政府予算に関する請願の６案件

を一括して採決いたします。 

  ただいまの６案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ６案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第47号、議第48号、議第49号、議

第52号、議第53号及び請願第４号は原案のとお

り可決及び採択されました。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第29、議会案第６号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分

の１復元に係る意見書の提出についてを議題と

いたします。 

 

議 案 説 明 

 

○内藤 明議長 日程第30、議案説明であります。 

  お諮りいたします。ただいま議題となってお

ります議会案第６号については、会議規則第37

条第３項の規定により議案説明を省略したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明を省略することに決しまし

た。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第31、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議会案第６号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議会案第６号教職員定数改善と義務

教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書

の提出についてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議会案第６号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

   閉    会    午前１１時３０分 

 

○内藤 明議長 これにて平成30年第３回定例会

を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 


